
78

日
韓
神
学
者
学
術
会
議
テ
ー
マ
一
覧

二
〇
〇
七
年
八
月
二
〇
日
（
於
聖
学
院
大
学
）

（
1
）
韓
国
長
老
教
会
史
（
分
裂
史
）
と
現
況
（
講
義
：
ナ
グ
ネ
〈
洛
雲
海
〉）

（
2
）
日
本
に
お
け
る
バ
ル
ト
理
解
と
そ
の
問
題
点
（
講
義
：
大
木
英
夫
理
事
長
）

（
3
）
日
韓
神
学
者
交
流
の
重
要
性
と
必
要
性
（
全
体
）

二
〇
〇
九
年
三
月
一
〇
日
（
於
長
老
会
神
学
大
学
校
）

第
一
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議

主
題
：　

欧
米
神
学
と
ア
ジ
ア
神
学

発
題
1
： 

深
井
智
明 

教
授
「
ア
ジ
ア
の
神
学
者
に
と
っ
て
の
欧
米
神
学
の
意
義
」

コ
メ
ン
ト
1
： 

金
道
訓 

教
授

発
題
2
： 

裵
珧
漢 

教
授
「
欧
米
の
神
学
と
ア
ジ
ア
の
神
学
――
ア
ジ
ア
神
学
の
た
め
の
欧
米
神
学
の
意
味
、
今
後
の
課
題
に
関
す
る

小
考
」

コ
メ
ン
ト
2
： 

藤
原
淳
賀 

教
授



79 日韓神学者学術会議テーマ一覧

二
〇
一
二
年
一
一
月
二
日
（
於
聖
学
院
大
学
）

第
二
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議

主
題
：　

モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て

発
題
1
： 

申
玉
秀 
教
授
「
韓
国
に
お
け
る
モ
ル
ト
マ
ン
の
受
容
と
そ
の
理
解
」

コ
メ
ン
ト
1
： 

藤
原
淳
賀 
教
授

発
題
2
： 

高
橋
義
文 

教
授
「
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
と
ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
――
モ
ル
ト
マ
ン
の
ニ
ー
バ
ー
批
判
を
め

ぐ
っ
て
」

コ
メ
ン
ト
2
： 

金
恩
惠 

教
授

二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
五
日
（
於
長
老
会
神
学
大
学
校
）

第
三
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議

主
題
：　

現
代
に
お
け
る
苦
難
の
問
題
――
大
災
害
、
悲
嘆
、
死

発
題
1
： 

阿
久
戸
光
晴 

学
長
「
生
き
残
り
の
者
と
死
者
の
救
済
――
東
日
本
大
震
災
後
の
『
死
の
蔭
の
谷
』
の
希
望
」

コ
メ
ン
ト
1
： 

裵
珧
漢 

教
授 

発
題
2
： 

玄
曜
翰 

教
授
「
現
代
の
大
災
難
に
つ
い
て
の
考
察
――
技
術
文
明
に
よ
る
災
難
の
神
学
的
意
味
に
つ
い
て
」

コ
メ
ン
ト
2
： 

東
野
尚
志 

教
授



80

二
〇
一
四
年
一
一
月
七
日
（
於
聖
学
院
大
学
）

第
四
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議

主
題
：　

い
の
ち
の
尊
厳
の
確
立

発
題
1
： 

朴
成
奎 
助
教
授
「
生
命
（
い
の
ち
）
の
危
機
的
時
代
に
い
の
ち
の
尊
厳
を
確
立
す
る
た
め
の
神
学
的
対
案
の
模
索
」

コ
メ
ン
ト
1
： 

阿
久
戸
光
晴 

理
事
長

コ
メ
ン
ト
1
： 

姜
尚
中 
学
長

発
題
2
： 

窪
寺
俊
之 

教
授
「
傷
付
い
た
魂
へ
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」

コ
メ
ン
ト
2
： 

尹
哲
昊 

教
授

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
〇
日
（
於
長
老
会
神
学
大
学
校
）

第
五
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議

主
題
：　

和
解
と
連
帯
：
東
ア
ジ
ア
共
同
体
に
向
け
て

発
題
1
： 

清
水
正
之 

学
長
「
和
解
と
連
帯
：
東
ア
ジ
ア
共
同
体
に
向
け
て
――
日
本
の
哲
学
的
課
題
」

コ
メ
ン
ト
1
： 

崔
允
培 

教
授

発
題
2
： 

金
明
容 

総
長
「
オ
ン
神
学
的
平
和
神
学
」

コ
メ
ン
ト
2
： 

松
本　

周 

講
師



81 日韓神学者学術会議テーマ一覧

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
八
日

第
六
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議
（
於
聖
学
院
大
学
）

主
題
：　

告
解
と
赦
し
と
和
解
の
神
学
形
成

発
題
1
： 

江
藤
直
純 
学
長
「
告
解
と
赦
し
と
和
解
の
神
学
試
論
――
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
に
学
び
つ
つ
」

コ
メ
ン
ト
1
： 

白
忠
鉉 
助
教
授

発
題
2
： 

尹
哲
昊 

教
授
「
和
解
の
神
学
」

コ
メ
ン
ト
2
： 

関
根
清
三 

教
授

二
〇
一
七
年
一
一
月
一
七
日
（
於
長
老
会
神
学
大
学
校
）

第
七
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議

主
題
：　

宗
教
改
革
5
0
0
周
年
を
迎
え
て
―
―
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
関
係

発
題
1
： 

光
延
一
郎 

教
授 「『
宗
教
改
革
5
0
0
年
』
と
『
恩
恵
』
概
念
――
ル
ー
テ
ル
／
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
対
話
か
ら
」

コ
メ
ン
ト
1
： 

金
道
訓 

教
授

発
題
2
： 

白
忠
鉉 

教
授
「『
義
認
の
教
理
に
関
す
る
共
同
宣
言
（
J
D
D
J
）』
を
越
え
て
――
義
認
と
関
連
し
た
人
間
の
状
態
に
関

す
る
争
点
の
分
析
と
解
決
の
模
索
」

コ
メ
ン
ト
2
： 

島
田
由
紀 

准
教
授



82

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
六
日
（
於
聖
学
院
大
学
）

第
八
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議

主
題
：　

キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
論

発
題
1
： 

片
柳
榮
一 
教
授
「
人
間
的
自
由
の
現
代
的
問
題
」

コ
メ
ン
ト
1
： 

白
忠
鉉 
助
教
授

発
題
2
： 

金
道
訓 

教
授
「『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
』
お
よ
び
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
』
の
原
理
と
方
法
」

コ
メ
ン
ト
2
： 

村
瀬
天
出
夫 
講
師

二
〇
一
九
年
一
一
月
九
日
（
於
長
老
会
神
学
大
学
校
）

第
九
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議

主
題
：　

人
間
：
ア
ジ
ア
の
人
間
観
と
神
学
的
人
間
論
――
21
世
紀
に
お
け
る
人
間
性
回
復
の
た
め
の
統
全
的
収
斂

発
題
1
： 

清
水
正
之 

学
長
「
北
森
嘉
蔵
『
神
の
痛
み
の
神
学
』
に
お
け
る
人
間
論
的
側
面
を
め
ぐ
っ
て
」

コ
メ
ン
ト
1
： 

安
允
基 

助
教
授

発
題
2
： 

朴
成
奎 

助
教
授 「
神
学
的
人
間
論
と
ア
ジ
ア
的
人
間
論
の
統
全
的
収
斂
モ
デ
ル
と
し
て
の
一
元
論
的
人
間
論
」

コ
メ
ン
ト
2
： 

髙
橋
義
文 

教
授



83 日韓神学者学術会議テーマ一覧

二
〇
二
二
年
一
一
月
一
一
日
（
於
聖
学
院
大
学
）

第
一
〇
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議

主
題
：　

人
間
：
ア
ジ
ア
の
人
間
観
と
神
学
的
人
間
論
――
21
世
紀
に
お
け
る
人
間
性
回
復
の
た
め
の
統
全
的
収
斂（
2
）

発
題
1
： 
片
柳
榮
一 

教
授
「『
も
の
の
あ
わ
れ
』
の
近
代
日
本
に
お
け
る
変
異
――
三
島
由
紀
夫
の
場
合
へ
の
批
判
的
神
学
的
視
点
」

レ
ス
ポ
ン
ス
1
： 
安
允
基 

助
教
授

発
題
2
： 

金
永
元 
助
教
授
「
北
森
嘉
蔵
の
『
神
の
痛
み
の
神
学
』
に
あ
ら
わ
れ
た
神
学
的
人
間
論
に
つ
い
て
の
批
判
的
考
察
」

レ
ス
ポ
ン
ス
2
： 

島
田
由
紀 
准
教
授


